
■プールと公園の双方の利便性と集客性・シンボ
ル性を高める管理棟

⇒プール利用者の更衣室と、受付・入場ゲート、
管理事務所、公園のトイレ機能を併せ持つ管理棟
を設置
●ロッカー504台（男252台、女252台）
●シャワー室兼更衣室16か所（男女各8か所）
●家族更衣室、個室更衣室各１か所

管理棟

公園ゾーン
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駐車場
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■海への開放感を
満喫する安全・快
適な流水プール
■プールゾーンの
シンボルとなる安
全で魅力的な2 つ
のスライダー
■市民の健康増進
をサポートする
25m プール
■安全かつ多様な
魅力のアイテムで
親子の初めての
プール体験を演出

備蓄倉庫

■約 12億の施設投資を行う。
■経済活性化に寄与
〇市産材（オクシズ産材）な
どの建設資材の促進
〇年間８億円の収支を見込ん
でおり、雇用の促進・地場食
材の消費への期待

■にぎわい創出のための施設
〇2 つの多目的ホールを設置し、
地産食材を使用したレストラ
ンやカフェ、地域イベント、
MICE、結婚式など、多様なイ
ベント開催場所として通年利
用する。
〇サイクリングロード利用者
が休憩がてら利用できるテイ
クアウト可能なカフェを運営
し、多様な世代・属性・用途
の来園を促す。

■地域コミュニティ・子育
て・健康促進イベントの開催
〇子供への食育、静岡の食材
を使った料理イベントを行う
場を提供し、地域のコミュニ
ティ形成へ寄与

■浜辺の活用
〇ビーチグリーンやビーチ
フェスタなどのイベントに合
わせ、本施設でもイベントを
開催し、大浜公園に今以上の
賑わいと交流を創出する。

■公園利用者・近隣住民の安心・安全
を守る施設を計画
■3,000人規模の避難者を収容する。
〇防災機能を備えた建築設計を実現
（津波避難ビル指定を行う）
〇自然災害リスクの高まりを踏まえ、
現在の津波避難タワーよりも高い建物
かつ収容可能人数をさらに増やすよう
計画する
○災害備蓄倉庫を設置し、津波など
の自然災害時には適時・適切に使用で
きるよう計画する

【収益施設】

【大型遊具】全天候型

■子育てを応援する公園機能
■市民の健康づくりを促進する公園の機能
■地域の憩いの場を創出する公園の機能
■海をテーマとした挑戦性に富んだオリジナル遊具（全天候型の安全・安心・快適な屋根付き
遊具）
■インクルーシブ遊具（どんな方でも使える遊具）を芝生広場に点在
■松林の日陰を活用しながら、休憩施設（パーゴラ、シェルター）や大ひさしを設け日陰をつ
くります。

■公園整備によって伐採となる松約250本と同等数以上の松の苗木を
補植します。

⇒松林の再生と後世への継承を図ります。
■松林の継承のための保全します。

⇒樹木医の立会いのもと、松の健全度調査を行い病虫害の影響がな
いかなど保全を実施します。
■間伐材・せん定材を活用します。

⇒チップ化して再利用を図ります。
※小道の通路などに利用します。

各種遊具・健康アイテム例（インクルーシブ遊具）

■災害防止及び災害時の対応策

かまどベンチ(左)､マンホールトイレ(右)

■利用者の安全管理及び防犯対策
プールには監視カ
メラ、公園内の主
要な箇所には防犯
カメラを設置し、
安全管理と防犯に
努めます。

松伐採箇所

小道沿いのマツの根元
を避けた位置にテーブ
ルやベンチを点在させ、
散策やランニング時の
休憩やピクニックにも
利用できるように配慮
します

～通年を通して賑わいあふれる公園を目指します。～

■軽食・物販施設を設けます。

(イメージ図)

■様々な休憩スペースの提供(イメージ図)

■シンボリック
な富士山ゲート

イメージパース

エアプール

25ｍプール

アトラクション 流水プール スライダー


